
昔
むかし

は、病
びょう

気
き

や災
さい

害
がい

など、人
ひと

の力
ちから

で防
ふせ

ぐことができない恐
おそ

ろしいことは、鬼
おに

のしわざだと考
かんが

えられていたよ。豆
まめ

をま
くのは、新

あたら

しい年
とし

に災
わざわ

いが起
お

こらないように、鬼
おに

を追
お

いはらう
ためなんだ。豆

まめ

まきに大
だい

豆
ず

を使
つか

うのは、大
だい

豆
ず

には神
かみ

様
さま

の力
ちから

が宿
やど

っていると考
かんが

えられていたからなんだ。鬼
おに

の目
め

（魔
ま

目
め

）に大
だい

豆
ず

をぶつけることで、「魔
ま

滅
め

」、つまり魔
ま

物
もの

を
滅
めっ

する（退
たい

治
じ

する）という意
い

味
み

もこめられているんだよ。

おくの部
へ

屋
や

から順
じゅん

番
ばん

に続
つづ

けて、
最
さい

後
ご

はげんかんで豆
まめ

まきをするよ。

どうして節
せつ

分
ぶん

に豆
まめ

をまくの？

節
せつ

分
ぶん

ってなに？1
節
せつ

分
ぶん

は、「季
き

節
せつ

の分
わ

かれめ」という意
い

味
み

だよ。もともと、春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

の始
はじ

まりである「立
りっ

春
しゅん

」「立
りっ

夏
か

」「立
りっ

秋
しゅう

」「立
りっ

冬
とう

」の前
ぜん

日
じつ

は、全
すべ

て「節
せつ

分
ぶん

」
といわれていたんだ。昔

むかし

のお正
しょう

月
がつ

は、立
りっ

春
しゅん

と同
おな

じくらいの時
じ

期
き

だったので、立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

の節
せつ

分
ぶん

が大
おお

みそかのように大
たい

切
せつ

にされ、
豆
まめ

まきなどの行
ぎょう

事
じ

がおこなわれるようになったんだ。やがて立
りっ

春
しゅん

の
前
ぜん

日
じつ

だけが「節
せつ

分
ぶん

」といわれるようになったよ。

豆
まめ

をまくのはなぜ？2

全
ぜん

国
こく

のお寺
てら

や神
じん

社
じゃ

などでは、節
せつ

分
ぶん

にいろいろな行
ぎょう

事
じ

を
おこなうところがあるよ。どんな鬼

おに

が登
とう

場
じょう

するのか、
一
いち

部
ぶ

をしょうかいするね。

今
こん

回
かい

しょうかいしたほかにも、地
ち

域
いき

やお寺
てら

、神
じん

社
じゃ

によっていろいろ
な行

ぎょう

事
じ

や風
ふう

習
しゅう

があるよ。興
きょう

味
み

があったら調
しら

べてみてね。豆
まめ

まきを
通
とお

して一
いち

年
ねん

の健
けん

康
こう

を願
ねが

いつつ、今
こ

年
とし

も楽
たの

しく過
す

ごそうね！

愛
あい

知
ち

県
けん

岡
おか

崎
ざき

市
し

  

瀧
たき

山
さん

寺
じ

 
鬼
おに

まつり

京
きょう

都
と

府
ふ

京
きょう

都
と

市
し

  吉
よし

田
だ

神
じん

社
じゃ

 節
せつ

分
ぶん

祭
さい

落花生をまく

やいかがし

瀧
たき

山
さん

寺
じ

では、鬼
おに

が災
わざわ

いをはらいのけて
くれる神

かみ
様
さま

とされているよ。鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

から
続
つづ

くお祭
まつ

りで、ほら貝
がい

をふき
鳴
な

らし、たいまつが灯
とも

された中
なか

で、鬼
おに

が
おどるんだ。

4つの目
め

を持
も

った神
かみ

様
さま

が、青
あお

鬼
おに

、赤
あか

鬼
おに

、黄
き

鬼
おに

を追
お

い
つめるよ。その後

ご
、昔

むかし
の衣

い
装
しょう

を着
き

た人
ひと

達
たち

が、ヨシで
作
つく

った矢
や

を桃
もも

の弓
ゆみ

で放
はな

ち、鬼
おに

を追
お

いはらうよ。

恵
え

方
ほう
（その年

とし
の福

ふく
徳
とく

を司
つかさど

る神
かみ

様
さま

のいる
場
ば

所
しょ

）を向
む

いて、願
ねが

いごとをしながら、巻
ま

き
ずしを丸

まる
ごと一

いっ
本
ぽん

食
た

べるよ。とちゅうで
しゃべると運

うん
がにげてしまうので、最

さい
後
ご

までだまって食
た

べなくてはいけないんだ。
昔
むかし

は関
かん

西
さい

地
ち

方
ほう

だけでおこなわれていた
けれど、最

さい
近
きん

は日
に

本
ほん

中
じゅう

に広
ひろ

がったよ。

焼
や

いたイワシの頭
あたま

にひいらぎの枝
えだ

をさして、
げんかんなどの出

で
入
い

り口
ぐち

につけておくよ。イワシ
のにおいと、ひいらぎのとがった葉

は
っぱをいや

がって、鬼
おに

が近
ちか

づいてこないと
考
かんが

えられていたんだ。

大
だい

豆
ず

の代
か

わりにから付
つ

きの落
らっ

花
か

生
せい

を
まいて、後

あと
で拾

ひろ
って食

た
べる地

ち
域
いき

がある
よ。昭

しょう
和
わ

30年
ねん

代
だい

に北
ほっ

海
かい

道
どう

で始
はじ

まり、
東
とう

北
ほく

や信
しん

越
えつ

地
ち

方
ほう

などに広
ひろ

がったんだ。
これらの地

ち
域
いき

では、今
いま

では落
らっ

花
か

生
せい

を
まくのが当

あ
たり前

まえ
なんだよ。

2月
がつ

3日
か

は節
せつ

分
ぶん

。節
せつ

分
ぶん

に豆
まめ

まきをすることはみんな知
し

っているよね。
でも節

せつ

分
ぶん

って、いったいなんの日
ひ

なんだろう？どうして豆
まめ

まきをするんだろう？

コラム

節
せつ

分
ぶん

のいろいろな風
ふう

習
しゅう

3
節
せつ

分
ぶん

におこなわれる風
ふう

習
しゅう

は、豆
まめ

まきのほかにもあるよ。また、豆
まめ

まき
のやり方

かた

も地
ち

域
いき

によってちがうんだ。いろいろな風
ふう

習
しゅう

を見
み

てみよう。

2015年
ねん
の

恵
え
方
ほう
は「西

せい
南
なん
西
せい
」

だよ。

豆
まめ
まきには、炒

い
った

（火
ひ
であぶった）豆

まめ
を使

つか
うよ。

生
なま
の豆

まめ
を使

つか
わないのは、拾

ひろ
い忘

わす
れて

芽
め
が出

で
ると縁

えん
起
ぎ
が悪

わる
いと、

考
かんが
えられていたから
　なんだ。

くっさ〜！

こりゃ

入
はい
れんわ

い。 豆
まめ

まきのやり方
かた

鬼
おに

の絵
え

は、角
つの

が生
は

えていて、トラがらのパンツや服
ふく

を着
き

て
いることが多

おお
いね。実

じつ
はこの姿

すがた
、方
ほう

角
がく

と関
かん

係
けい

しているんだ。昔
むかし

は、方
ほう

角
がく

を
十
じゅう

二
に

支
し

で表
あらわ

していて、鬼
おに

の出
で

入
い

り口
ぐち

と
されている「北

ほく
東
とう

」は、「丑
うし

寅
とら

」と呼
よ

んでいた
んだ。それで「丑

うし
」から角

つの
を、「寅

とら
」からトラ

の皮
かわ

をとった姿
すがた

になったんだよ。

※豆
まめ

を食
た

べる数
かず

は、地
ち

域
いき

によってちがう場
ば

合
あい

があるよ。

節
せつ
分
ぶん
に

豆
まめ
まきをする風

ふう
習
しゅう
は、

江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
にさかんに

なったよ。

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

神
こう

戸
べ

市
し

長
なが

田
た

神
じん

社
じゃ

 追
つい

儺
な

式
しき

長
なが

田
た

神
じん

社
じゃ

では、7匹
ひき

の鬼
おに

が神
かみ

様
さま

のつかいとして登
とう

場
じょう

するよ。
室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

から続
つづ

く行
ぎょう

事
じ

で、手
て

に
持
も

ったたいまつの炎
ほのお

で、みんな
の災

わざわ
いを焼

や
きはらうよ。

鬼
おに

は外
そと

福
ふく

は内
うち

鬼
おに

は、夜
よる

にやって来
く

ると考
かんが

えられているよ。
暗
くら

くなったら、家
いえ

の一
いち

番
ばん

おくの部
へ

屋
や

の窓
まど

を開
あ

けて、
「鬼

おに
は外

そと
」といいながら、窓

まど
の外

そと
に向

む
かって豆

まめ
をまくよ。

鬼
おに

が入
はい

ってこないようにすぐに窓
まど

を閉
し

めて、
「福

ふく
は内

うち
」といいながら、家

いえ
の中

なか
に豆

まめ
をまくよ。

一
いち

年
ねん

の健
けん

康
こう

を願
ねが

いながら、年
とし

の数
かず

だけ
（または年

とし
の数

かず
＋1粒

つぶ
）豆

まめ
を食

た
べるよ。

私
わたし

たちは10さい
 だから11粒

つぶ
よね。

今
きょう

日だけ大
おとな

人だもん。

神
じん
社
じゃ
やお寺

てら
、

地
ち
域
いき
によって、鬼

おに
は

神
かみ
様
さま
が姿

すがた
を変

か
えたものなどと

されていて、「福
ふく
は内

うち
、鬼

おに
は内

うち
」や

「福
ふく
は内

うち
、福

ふく
は内

うち
」という所

ところ
も

あるんじゃよ。

恵方巻き
え　  ほう　  ま

らっ　  か　  せい

子

北 艮乾

坤 巽

ね

きた

みなみ

いぬい うしとら

たつみさるひつじ

うし

とら

う ひがし

たつ

み
うま

ひつじ

さる

とりにし

いぬ

い
丑
寅

卯 東

ほくとう
北東

ほくせい
北西

なんとう
南東

なんせい
南西

辰
巳午

南

未
申

酉西

戌
亥

ホームページでも、特
とく

集
しゅう

についてしょうかいしているよ。

http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/
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担当：志智

ヒントは、必
かなら
ずこの新

しん
聞
ぶん
のどこかに書

か
いてあるから

よ〜く見
み
てね！

● 正
ただ

しく答
こた

えた人
ひと

の中
なか

から抽
ちゅう

選
せん

で50名
めい

に
   「図

と

書
しょ

カード」をプレゼントするよ。
● しめ切

き

り：平
へい

成
せい

27年
ねん

2月
がつ

20日
か

　 賞しょう
品
ひん

は平
へい

成
せい

27年
ねん

2月
がつ

28日
にち

までに校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

あてに送
おく

ります。

前
ぜん

号
ごう

のクイズ　回
かい
転
てん
するこまがたおれないのは

　　　　　　　どんな力
ちから
がはたらくから？

答
こた

え＝ ①遠
えん

心
しん

力
りょく

※お客さまの個人情報は、当社事業に付随する業務を行うために必要な範囲内において利用させていただき、適切に管理いたします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

〒461-868052円
①
学
校
名
　
　

②
学
年・組  

③
名
前

④
ク
イ
ズ
の
答
え

⑤
感
想

うら面
めん

表
おもて

面
めん

中
部
電
力 

広
報
部

電
気
こ
ど
も
シ
リ
ー
ズ
係

問
もん

 題
だい

答
こた

 え

節
せつ

分
ぶん

の豆
まめ

まきは、なんの日
ひ

の
前
ぜん

日
じつ

におこなうかな？
①立

りっ

春
しゅん

②立
りっ

秋
しゅう

そんなに
食
た

べると、父
とう

ちゃん
より年

とし
上
うえ

に
なっちゃうぞ。

写真提供：瀧山寺、長田神社、吉田神社

「クイズの答
こた

え」や「おたより」の送
おく

り方
かた

はがきか、ホームページから応
おう

募
ぼ

できる
よ。感

かん

想
そう

を送
おく

ってくれた人
ひと

の中
なか

から５名
めい

に
「季

き

節
せつ

の行
ぎょう

事
じ

をしょうかいした本
ほん

」を送
おく

るよ。

はがきの応
おう

募
ぼ

方
ほう

法
ほう

次
つぎ

のあて先
さき

に、①〜⑤を記
き

入
にゅう

して送
おく

ってね。
※①の学

がっ
校
こう

名
めい

は「○○市
し
（町

ちょう
村
そん

）立
りつ

○○小
しょう

学
がっ

校
こう

」と必
かなら

ず
　書

か
いてね。（例

れい
）名

な
古
ご

屋
や

市
し

立
りつ

 中
ちゅう

電
でん

小
しょう

学
がっ

校
こう

 ホームページからも応
おう

募
ぼ

できるよ。
http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/


